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（�）第144号 平成�1年１月31日土地家屋調査士会

新年のごあいさつ

京都土地家屋調査士会会長　安　井　和　男　

　新年明けましておめでとうございます。
　会員のみなさまには健やかに、ご家族揃って新し
い歳をお迎えになられた事とお慶び申しあげます。
　今年の干支は丑、私も年男で、とうとう５回目の
丑年を迎えることとなりました。自分の歳を文字で
表現すると心身にズシンと重いものを感じますの
で、敢えて書かずに、敢えて考えずに、若さを持っ
て前向きに行こうと決心し、今年も元気に頑張って
参ります。
　さて京都会の�0年度の事業も残すところ３ヶ月に
なって参りました。昨年の総会の事業方針や挨拶で
も述べました最大の事業を、二つともこの３ヶ月間
で完成させねばなりません。一つ目は『京都境界問
題解決支援センター』の法務大臣認証を取得する事
であります。この事は国民への安心、安全、信用を
提供する為、又ＡＤＲ法の趣旨からして、絶対に取
得せねばなりません。昨年1�月までに運営委員会を
中心に、まず相当量ある諸規則整備を行って頂き、
理事会で承認を得る事が出来ました。この先、弁護
士会の承認を得て、事前審査、認証本申請まで３月
末日を目途として進めて参ります。
　二つ目は、一昨年の国際地籍シンポジウムin 
Kyotoにおいて採択された『地籍・地図・境界のあ
した』をスローガンとした『京都地籍宣言』を具体
的に推進させて行く事であります。
　遅々として進まない地籍調査。京都・大阪は進捗
率がワーストワンツーであります。公共事業の推進
力として、又、府民の財産の権利を明確にする為、
仮称『京都地籍シンポジウム』を開催し、しっかり
と制度啓蒙を行い、政治家の方々や、官公署にその
必要性をアピールして行こうと業務部を中心に骨組
みから意匠まで、講師の基調講演、パネルディス
カッション、総括講演の流れで政治家や官公署の

方々に興味を抱いて頂けると確信出来る内容で２月
1�日に開催を予定致しております。会員の皆様には
地籍・地図・境界の意義を充分御理解頂き、御支
援、御協力賜りますよう宜しくお願い致します。
　そのほかに、既に実施されている規則77条の地積
測量図の作成方法や93条調査報告書の添付状況につ
いては、京都会の皆様には相当の御理解、御協力を
賜わっており、その率は80％～90％に近い結果に
至っております。引き続きご支援賜りますよう宜し
くお願い致します。
　又、オンライン申請については、本年度甲号申請
平均10％を目途としておりましたが、普及推進策を
講じてからの時間が余り無く、少々伸び悩んでおり
ますが、オンライン研修の実施や１筆（戸）700円
のインセンティブも働き、乙号については相当量普
及して参りました。甲号申請については設定におい
ての若干の経費面や、煩雑さもあり、これらが伸び
てない要因かなと思っております。加えて法務省の
オンラインシステムの問題点が障害になっているこ
とも否めない事実ではありますが、今現在ではこの
ようなシステムなんだと頭を切り替えれば、何でも
ないことであって、システムの所為にするより、挑
戦すべきのスタンスを持って頂き、引き続きオンラ
インへの普及推進に御理解賜りますようお願い致し
ます。
  年が明けても日本経済の景況に明るい日差しが見
えて来ない中で、土地家屋調査士としての経営や生
活に不安を感じますが、苦しい時こそ明るく、そし
て人に優しく生きて行かねばと、新年にあたり心を
新たにして、頑張って参りたいと思っております。
　京都会の会員の皆様には、”佳き平成�1年度”で
あります事を心から祈念申しあげますと共に、本年
もどうぞ宜しくお願い申しあげます。



平成�1年１月31日 第144号（3）土地家屋調査士会

新年のごあいさつ

京都地方法務局長　若　井　伸　一　

　新年あけましておめでとうございます。
　京都土地家屋調査士会の会員の皆様方におかれま
しては，お元気で平成�1年の新春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　平素から，貴会と会員の皆様方には，当局の表示
登記行政に対する格別の御支援と御協力を賜り，厚
く御礼を申し上げます。
　また，昨年は，宇治市木幡南山地区において，不
動産登記法第14条第１項地図を作成するための前提
作業となる地図混乱地域の実態調査及び基準点設置
作業を滞りなく終えることができましたのも，皆様
方の御協力によるものであり，ここに深く感謝の意
を表します。
　さて，御承知のとおり，昨年９月1�日，新たなオ
ンライン利用の抜本的拡大に向けた「オンライン利
用拡大計画」がＩＴ戦略本部で決定され，これによ
り，平成��年度までにオンライン利用率を50％以上
とする「オンライン利用促進のための行動計画」が
変更され，今後は，平成�5年度末までにオンライン
利用率を71％にするという目標値が掲げられ，この
うち，登記事項証明書等の交付請求等については，
平成�3年度末までにオンライン利用率を57％にする
という目標値が掲げられました。
　このような新たな目標値が設定された中にあっ
て，当局におきましては，オンラインで請求された
登記事項証明書を窓口で交付する方式（いわゆる
「私書箱方式」）が昨年11月１日から導入され，当
局管内のすべての登記所で，皆様方にこの私書箱を
御利用いただけることになったところであります。
　この私書箱方式が導入されたことにより，以前か
ら指摘されておりました郵送による証明書の折れ曲
がりや交付までの所要数日といった問題点が一気に

解消され，速くてきれいな証明書をお渡しすること
ができるようになりましたので，この私書箱方式を
まだ御利用でない皆様方におかれましては，どうか
今年こそは事務所のパソコンに環境設定をされまし
て，せいぜい御利用いただきますようお願い申し上
げます。
　また，インセンティブ措置の顕著な効果がなかっ
たいわゆる「特例方式」につきましても，オンライ
ンにより申請された建物表題登記については，保存
登記の際の登録免許税を更に軽減するダブル・イン
センティブ措置も今後検討されるといった情報もあ
ることから，「特例方式」による申請についても，
積極的に御利用いただきますよう併せてお願いを申
し上げます。
　ところで，「これからの登記所は地図である。」
という言葉のとおり，表示登記の分野におきまして
は，不動産登記法第14条第１項地図の作成，筆界特
定事件の迅速処理のほか，電磁的記録に記録されて
いない不動産登記法第14条第４項に規定する地図に
準ずる図面や地積測量図等を地図情報システムに記
録する作業（いわゆる「地図情報システムへの登録
作業」），閉鎖和紙公図の電子化作業等の新規事業
も目白押しであります。これらの事業を適正・円滑
に遂行し，登記制度に対する国民の信頼を確保する
ため，貴会と会員の皆様方におかれましては，倍旧
の御支援と御協力をお願い申し上げる次第でありま
す。
　結びに当たり，本年が京都土地家屋調査士会にと
りまして，実り多い年になりますとともに，会員の
皆様方の御健勝と御多幸を祈念いたしまして，新年
のごあいさつとします。



（4）第144号 平成�1年１月31日土地家屋調査士会

ご　挨　拶

社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査士協会　理事長　渡　邉　正　平　

　新年明けましておめでとうございます。

　本年も旧年同様に 社団法人京都公共嘱託登記土

地家屋調査士協会に対しましては温かいご支援、ご

協力を賜ります様、宜しくお願い申し上げます。

　さて、昨年後半急激に押し寄せてまいりました世

界的な不況の嵐は、100年に一度の規模と言われて

おり、我が国に於いても雇用不安等、大きな社会問

題に発展しております。

　我々土地家屋調査士を取り巻く業務環境も極めて

厳しいものがあり、その将来に光明は何一つ無い状

況下にあります。

　今こそ、互いの職業倫理を高め一致団結し、制度

の維持、継承に努める必要があるのではないでしょ

うか。

　聞く所によりますと、土地家屋調査士試験受験者

も、年々減少の一方であり、昨年度は大きく７千人

台に落ち込んだと伺っております。

　かつては２万人前後あった事を思えば、大変憂慮

すべき数であります。

　このままの減少傾向が続くと、国家資格としての

制度機能を失い、制度そのものが失われていく危惧

を案じる危険区域に入ったと言わざるを得ないと思

われます。

　この様な状況下でありますが、今我々土地家屋調

査士が出来る事と言えば、個々の日常業務を通じ、

委託者に信頼と安心をして頂ける専門家としての立

場を確立する努力の他無い様に思っております。

　協会業務に於いても、諸官庁の発注形態の「入

札」が増加傾向にあり、一部ではございますが、協

会と社員が競合する案件が出ております。

現行では、これ以上言及する事は出来ませんが、

我々にとって極めてデリケートな問題であります。

　今、我々がその生活の糧としています土地家屋調

査士制度そのものが次代へ、間違いなく継承してい

けるものか、自分達だけの時代でいいのか自問自答

した時、多くの先生方は調査士制度の発展的な継承

を望まれるでしょう。

　本来調査士業務は、入札に馴染まない事は既にご

認識の通りでありますが、今後価格競争のみで評価

される事態が続く様であれば、我々の業務の根幹と

すべき「信頼、安心、正確」といった事は、根底か

ら崩壊していくのではないでしょうか。

　そして間違いなく、職業倫理観といったものも何

処かに消え去られるでしょう。

　だからこそ今、我々が協力し、英知を結集してこ

の難局に対処していかなければならない時期だと

思っております。

　新年早々、何やら暗い話に終始し、誠に申し訳な

く思っておりますが、新しい年の諸先生方のご健勝

と益々のご活躍を願い、ご挨拶に代えさせて頂きま

す。
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新年のごあいさつ

京都土地家屋調査士政治連盟　会長　田　中　　　牟　

　新年明けましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、ご家族お揃いで

清々しい新年をお迎えられたこととお慶び申し上げ

ます。

　土地家屋調査士制度もここ数年に亘り大きく法改

正が実施されました。

　特に、時代の流れとして不動産登記申請の電子申

請による甲号申請及び乙号取扱いがいよいよ避けて

通れない状況になってまいりました。

　近い将来、全ての調査士先生方にはご活用いただ

かなければならないことになるでしょう。

　とは言っても正直なところ、まずパソコンの環境

設定に苦慮し、慣れないルールに添ってのオンライ

ン申請を完全化するには並大抵の手法ではありませ

ん。

　今後先生方のご奮闘を心からご期待申し上げる次

第であります。

　このように昨今、国の法制度がめまぐるしく改革

されてきましたが、その反面昨年はサブプライム

ローンに端を発し、アメリカ合衆国の金融政策から

大規模経済不況の波が押し寄せ、わが日本国も株価

が大きく下落し、近年まれにない大不況が襲いかか

ると同時に、国の財政難からくる公共事業の大幅削

減により、関連する大企業は勿論のこと中小企業ま

でも大打撃を受ける時代になってしまいました。

　従い、日本を明るく強い国にする為の法改正とは

裏腹に、経済不況が襲いかかるといった矛盾が生

じ、全く先が見えてこない正に予断を許さぬ厳しい

状況であります。

　このような時期に、わが国では昨年９月�4日第9�

代麻生太郎内閣総理大臣が誕生しました。

厳しい不況の中で麻生大臣は、景気への不安や国民

生活の不満を払拭すべき、まず着実な経済成長にお

ける景気対策、財政再建、新経済成長戦略を強力に

推し進めると述べられ、早速方針に従った取り組み

を打ち出し、これからの日本国の経済発展を大いに

期待するところであります。

　我が土地家屋調査士政治連盟は、常に日本土地家

屋調査士会連合会と全国土地家屋調査士政治連盟が

連携を図りながら、しかるべき衆議院の解散に向け

ての選挙対策基本方針を策定し、土地家屋調査士制

度発展のため政権与党を支援すべき準備が整いつつ

あります。

　今後も、制度発展に向けて努力を惜しまず邁進し

てまいりますので、会員の皆様のご理解ご協力をお

願い申し上げ新年のご挨拶といたします。
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新年おめでとうございます

顧問弁護士　谷　口　忠　武　

　今年は「うし」歳です。

　牛と聞くと、私は一番に、前尾繁三郎さんの事を

連想します。

　前尾繁三郎さんは、京都の生んだ偉大な政治家の

一人ですが、最近若い人たちに聞いてみると、殆ど

の人が知らないと答えます。時代の移ろいを感じさ

せられることです。私の事務所としても、お世話に

なった方ですので、つながりの説明を交えて少し紹

介させていただきます。

　前尾さんは、宮津市の出身で、旧制宮津中学にお

いて私の亡父　義弘と同級生で親交をいただいてい

ました。秀才であったので、飛び級で、旧制第一高

等学校、東京帝国大学とすすみ、卒業後大蔵省に奉

職されました。

　昭和�4年の丑年に、政治家への転身を決意し、当

時の京都第２区から衆議院議員選挙に立候補し、見

事に当選を勝ち取られました。

　その頃、我が家に立ち寄られたことがあり、小学

校１年生であった私も従兄の宮島徹さんと一緒に話

をきかせてもらいました。

　「どうすればそんなに偉くなれるのですか」との

問に対し

前尾さんは、「人より少しだけたくさん努力をする

ことです。」と教えていただきました。

　政界では、自由民主党に所属し、池田内閣のとき

の幹事長、池田勇人死後は、宏池会を引き継ぎ派閥

を束ね、また晩年は衆議院議長として名議長ぶりを

発揮されました。京都では、蜷川府政の転換に情熱

を傾けられ、林田知事の誕生を実現にこぎ着けられ

ました。

　前尾さんは、当選後すぐに新聞から牛のあだ名を

付けられたそうです。本人は、「牛のように無口

で、愚かで、太っていて･･･」などと書いておられ

ますが、私は、その風貌、風体によるものと推測し

ています。幹事長時代は、「暗黒の黒牛」と呼ばれ

るようになっていましたが、これは、大きな実力を

評してのことだと思います。

　前尾さんの著書「政治家の歳時記」に書かれてい

る丑年の記載によると、「丑」の字は、右手を表す

「又」の字と、仕事を表す「Ⅰ」の字の合字であ

り、仕事を始めるという意味だそうです。また、

「牛」の字は、両角を協調した象形文字である。牛

は、古来三牲の一として神の生け贄に供されてきた

そうです。

　今年は、アメリカではオバマ大統領が、日本にお

いては、解散先送りの関係でまだ誰が舵取りをする

のか定まりませんが、いずれにせよ丑歳にふさわし

い大仕事の始まりの歳であります。牛歳にふさわし

く、公の生け贄に徹し奮闘してほしいものです。

　難しい時期ですが、「憂し年」とならないことを

願いましょう。

　皆様のご健勝、ご多幸を祈ります。
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公益法人制度元年に向けて

京都産業大学経営学部特認教授　公認会計士　毛　利　隆　志　

　�008年1�月１日から、新公益法人制度がスタート

しました。日本の公益法人制度は、明治�9年の民法

制定とともに始まり、民法第34条（新制度において

廃止）に基づき、主務官庁の許可を得て設立され、

税制上の優遇措置も受けて100年間にわたり、約

�5,000の公益法人が民間非営利法人において大きな

役割を果たしてきました。しかし、主務官庁の許可

性、法人運営についての明確な規定がなく、主務官

庁の裁量権に依存していることなど従来の公益法人

制度の問題点を解決し、民間非営利部門の活動の健

全な発展を促進し、民による公益の増進に寄与する

ことを目的に平成13年以降公益法人制度改革に取

組、新制度が施行されました。

　新制度の根拠となる法律は、法人法（一般社団法

人及び一般財団法人に関する法律）、認定法（公益

社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法

律）、整備法（法人法及び認定法の施行に伴う関係

法律の整備等に関する法律）の３本の法律と、それ

ぞれの政令、府省令、ガイドラインから構成されて

います。

　�008年1�月１日から、従来の公益社団・財団法人

は自動的に特例民法法人となります。特例民法法人

は、公益社団・財団法人または、一般社団・財団法

人のいずれかに移行するという選択が必要です。

　公益社団・財団法人への移行には、公益目的事業

比率が50％以上、経理的基礎・技術的能力を有する

こと、法人関係者に特別の利益を与えないものであ

ること等の認定基準を満たすことが要件です。一般

社団・財団法人への移行には、法人の作成した公益

目的支出計画が適正であり、かつ確実に実施される

と見込まれるものであること等の許可基準を満たす

ことが要件です。移行に際しては、公益認定等委員

会・都道府県の合議制の機関が審査し、行政庁が認

定・許可を行います。

　移行期間期間は、平成1�年1�月１日から平成�5年

11月30日までの５年間です。移行期間までに移行申

請を行わなかった場合や移行期間の終了までに移行

申請を行ったが、移行期間の終了後に認定または許

可が行われなかった場合には、解散となります。

　選択にあたってはメリット、デメリットの比較が

大切です。例えば、寄付金、収益事業財源で公益目

的事業を行う等、税制上の優遇措置を受ける必要が

ある場合は、公益社団・財団法人の選択にメリット

があります。一方、税負担が大きくない、公益性を

広く社会にアピールする必要がない場合は、法人の

自主的な運営が可能な一般社団・財団法人が適して

います。公益、一般どちらの法人形態を選択するか

は、法人の目的、事業内容、収入の状況などを勘案

し、制度の特徴を比較しながら決定していくことに

なります。

　�009年、大変な中から、ヒント、アイデアを結集

してすばらしい年にしていきたいものです。
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ご　挨　拶

総務部長

上　口　武　志　

　新年明けましておめでとうございます。会員の皆

様方におかれましては新しい年をお迎えになるにあ

たってどのような思いを持たれましたでしょうか、

私は平成２１年は「忍耐」の一年になるのかなと

思っております。昨年は「サブプライムローン問

題」を端緒とする、アメリカ発の金融不安を切っ掛

けとして世界的な大不況に見舞われ、当然の事なが

ら我が国にもその影響が大きく及ぶ事となり、自動

車関連産業を始めとして、多くの業界へ影響が出て

おり、派遣従業員の雇用打ち切り、新卒採用の内定

取り消し等、暗い話ばかりが聞こえています。

私達、土地家屋調査士が密接に関係する不動産業界

にも深刻な影響が出ており、冷え込み気味で推移し

ていた不動産市況が、一段と急激な冷え込みとなっ

てきております。

この様な状況がいったいいつまで続くのか非常に心

配なことではありますが、ここは国にしっかりとし

た対応を取って頂き速効性のある、より効果的な政

策を打ち出して、景気の回復を実現して頂きたいと

思います。

  さて話題を変えさせていただきますが、昨春より

京都弁護士会との協働によりスタート致しました

各部長挨拶

「京都境界問題解決支援センター」が、様々な場面

での広報活動の成果もあって、多くの市民の皆様方

にご利用を頂き１年が経とうとしている中で、会員

の皆様方のご理解ご協力のもと、窓口の事務局を始

めとして、担当して頂いた相談員、調停員の先生方

の努力の結果が少しづつではありますが出ているも

のと思います。私自身も事前相談員としての立場で

三件の案件を担当させて頂き、相談をお受けしてい

く中で自身も又勉強をさせていただいております。

今後も、当センターが市民の皆様にとって有用な境

界問題解決支援の場となって利用していただけるよ

う、地道に又着実に歩を進めて行かなければならな

いものと考えます。

  後になりましたが平成２０年度も残すところ数ヶ

月となり、各部それぞれの立場でその事業実施、案

件処理にあたっていただいている中で、総務部とし

てもまだまだ処理して行かなければならない事が山

積しておりますが、総務部一丸となって頑張ってそ

の任にあたらせていただきたいと考えておりますの

で、今後とも会員の皆様のご理解ご協力を賜ります

よう宜しくお願いを申し上げます。

最後に会員の皆様方の本年のご多幸を、心よりご祈

念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただき

ます。
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新年の御挨拶

業務部長

宮　坂　雅　人　

　新年明けましておめでとうございます。
　会員の皆様には、日頃から業務部の活動に対し御
理解と御協力を頂き、御礼申し上げます。
　昨年は「街区基準点」の本格的運用の開始、「オ
ンライン申請」については研修会として各支部単位
で行わせていただきました。また、滋賀会と合同で
行いました、寶金先生を招いての研修会では、各市
町からも多数ご参加いただき300名を越える研修会
となりました。参加していただいた行政担当者の方
からは評価していただいているとの声も聞こえてお
り、京都・滋賀の両境界鑑定委員会の努力のみなら
ず、会員の皆様の御協力の賜物であると感謝致して
おります。
　今年も業務部としましては昨年に引き続き、業務
についての課題を検討していきます。「街区基準
点」については未だ包括承認が出来ていない市町へ
の働きかけと、ガイドブックの検討、さらにはデー
タの活用方法等について検討します。昨年の４月か
らその運用を開始してますので、システムがきちん
と作動しているのか、使用報告書は各市町に提出さ
れているか等も検証したいと考えています。また、
昨年行いました「オンライン申請」の研修について
は広報部と協力して、支部からの要望に応えたいと
考えてます。研修以降、皆様からの問い合わせが多
く、それだけ考えていただけているのだと喜んでお
ります。それから、今年は来そうな「改正調査測量
実施要領」については、研修等の対応も考えており
ます。最後に後半のイベント、「シンポジウム」を
計画中です。京都会のイベントなので、盛り上げて
いきたいと考えております。
　昨年は世界的な金融危機があり、我々の生活にも
深く陰を落としてます。法改正後次々と対応を迫ら
れる問題もあります。でも、現状を受け入れて打開
策を考えることは、我々調査士が日々業務の中でも
行っていることであり、きっと乗り越えられると思
う前向きな姿勢とそのための努力が求められている
ような気がします。会員の皆様のため、これからも
業務部一丸となって努力いたしますので、引き続き
御理解と御協力を頂きますようよろしくお願いいた
します。

新年ご挨拶

財務部長

池　谷　一　郎　

　新年明けましておめでとうございます。本年も昨
年同様よろしくお願い申し上げます。さて、本年度
よりADR認証取得に向けての規則の制定等、担当
各位におかれましては、大変多忙な一年であったと
思います。また、それぞれの部会等で会務運営にご
尽力された部会の皆様、会務全般にご協力頂きまし
た会員の皆様には、急激な不況の嵐の真っ只中、昨
年同様かなり負担になった年ではなかったかと思い
ます。
　しかし、私たち土地家屋調査士は、国民の財産を
守るため、また自分たちの将来を見据えて、切磋琢
磨しあいながら突き進むしかありません。そのため
にも今が耐える時期であると私は考えます。
　財務部と致しましては、なかなか目に見える活動
ではありませんが、本年も会の予算・決算業務等会
計全般において会員の皆様の利益となるよう精一杯
運営していく所存でございます。皆様方のご協力、
そしてどんなことでも結構ですのでご意見をよろし
くお願い致します。また、親睦旅行等の厚生事業に
おきましては、昨年の親睦旅行は、伊豆・修善寺方
面へ行ってまいりました。毎年のことではあります
が、参加人数の確保に苦慮しておりますが、今回は
新入会員の方々にも積極的（無理やり？）にご参加
頂き、今までとは少し違った雰囲気で盛り上げて頂
きました。今後も、会員の皆様の積極的な参加を節
に希望致します。　
　本年は、ＡＤＲ認証取得の年であります。財務部
としても微力ながら会員の皆様方の助言等頂きなが
ら、会務運営のサポートをしていく所存でございま
す。
　どうか本年もよろしくお願い申し上げます。
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研修部活動報告

研修部長

南　　　育　雄　

　新年明けましておめでとうございます。

　旧年中はいろいろとお世話にありがとうございま

した。研修部では事業計画に基づき色々と研修を計

画し実施してまいりました。　

　まず、講師として近畿測量専門学校の川端・山田

先生をお招きして、街区基準点を使用するための基

礎として、測量研修（基準点測量等) を２回（６

月・８月）実施しました。この研修ＤＶＤは会員の

要望及び必要性からすぐに研修ライブラリーに追加

し皆さんに見ていただけるようにいたしました。

（FAX・メールで通知）

　法学研修は、土地家屋調査士の業務に関連した研

修を心がけ４回（５月・７月・９月・11月）実施

し、第３回は講師の宮本幸裕先生にお願いして北部

研修（福知山市）を実施し、第４回は岐阜会所属の

馬渕良一先生に講師を依頼し、先生の著書を基に

『土地家屋調査士と時効制度概説』の研修をしまし

た。また、新入会員研修会を1�月６日に実施し11名

（予定）の先生が研修を受けられました。

　研修会場については、研修会をＷｅｂ回線等を通

して２会場（調査士会と北部会場）で同時進行でき

るシステムの検討（11月現在）もしています。

　その他各部・委員会と連携し、寶金先生の土地境

界に関する研修会（10月）、業務研修会（甲号申

請）（10月）・ＡＤＲ研修会（８月）等を開催し、

どの研修会とも多くの会員のご参加及びご協力をい

ただき誠に有り難うございました。

　最後になりましたが、今年度（平成�0年４月１日

に遡る）から実施予定の土地家屋調査士ＣＰＤ（継

続教育）に対する対応としては、５月に研修のポイ

ント制導入に向けての意見募集をしました、結果と

して６名の方の貴重な意見をいただきました。９月

には、研修のポイント制に伴う時間管理について公

平・公正にするために出欠・遅刻・早退の管理をす

る旨の通知文を会員に送らせていただきました。

　11月には近畿ブロック合同会議が行われ日調連の

研修部長からの制度・運用マニュアル等の説明があ

り、各会員に対しては連合会でＣＰＤ制度に関する

案内文を作成・通知する（今年度内）とのことでし

た。（この会報がでるころには来てるかな？）

　今年も、研修部としては、各部と連携し、皆さん

の技術・知識の向上に役立つような事業を推進して

いきたいとと思います。また、１月から３月は地籍

シンポジウム（２月）を柱として色々と計画してい

ますので、皆さんのご参加・ご協力よろしくお願い

します。
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広報部よりお知らせ

広報部長

藤　村　　　勉　

　新年あけましておめでとうございます。

　会員、各支部長には土地家屋調査士の広報活動に

ご協力頂きありがとうございます。

　さて年頭の挨拶にかわり京都会広報活動について

お知らせします。

　広報部では土地家屋調査士制度の広報と、社会貢

献活動として登記相談、寄付講座の開設と就業体験

の大学生の受け入れ、ホームページなど通じての会

員・市府民への情報伝達を行っています。

　登記相談は京都会会館で昨年６月からは毎月２回

開催することとなり、毎回４～６組の相談者がこら

れ、また他士業や行政の主催する相談会へは相談員

を派遣しています。会館で実施している相談は「登

記相談」として案内していますが、最近の相談内容

は境界に関する事が多くなってきておりこれらの多

くは相談者側の都合だけで即日解決することはあり

ませんが、事情を話して何らかの助言を受けること

でホッとして帰られます。当会には一昨年「京都境

界問題解決支援センター」が開設され境界が不明な

ことによる紛争の相談を行うことができるようにな

り、拗れた事案についてはこの支援センターを紹介

し、またその他相談機関の利用を提案しています。

市・府民からは相談会の実施回数をふやし、京都の

各地でこのような機会を設けてほしいとの要望もあ

り、次年度以降相談会開催の予算と、対応する相談

員の会員からの募集、相談への対応の研修などにつ

いて検討していく予定です。

　つぎに京都産業大学において開設している寄付講

座。京都会が担当することになって今年で３年目と

なります。土地家屋調査士の業務経験を交えた講義

は、講師の経験談がときに学生達を緊張させる場面

もあり300名を超える学生が受講希望する好評の講

座です。また大学生には土地家屋調査士という職業

を選択枝の一つとして、不動産登記の専門職とそれ

に関わる仕事を講座や就業体験を通して将来を考え

られる機会となることを期待しています。近畿ブッ

ロク協議会では同志社大学の寄付講座を開催し、今

年も継続することとなりました。京都会からも講師

を派遣し、講師らもよりわかりやすく実践的な授業

ができるようにと勉強会も開催しています。大学生

らとの関わることで、私たちの観念と異なる若者の

思考や行動に刺激され制度発展への手がかりを見つ

けられる機会でもあり今後永く継続し、講座を開設

できる学校があれば積極的に開講していく予定で

す。土地家屋調査士の職名を連呼や掲示だけで広く

報せることはできないことは私がこの役職になって

から伝えています。みなさん一人一人の誠実な業務

態度や貢献活動が土地家屋調査士の広報だと私は考

えていますのでご協力をおねがいいたします。

　さて、会員へ向けての広報ですが、迅速に情報を

伝達できるよう京都会ホームページには会務の予定

や会議録、研修の案内などを週１回更新し掲載して

います。また部長のブログも開設し催事、会議の報

告などお知らせするようにしました。会員間の情報

交換のための掲示板も用意していますので利用して

ください。また昨年１月から不動産登記申請のオン

ライン申請利用促進の特例措置が施行されました。

集中した研修会も開催しその成果もあり申請する会

員も増えているようです。広報部ではオンライン申

請ができるコンピュータを準備しました。希望され

るかたがあれば申請支援をいたしますのでご一報く

ださい。
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公文書管理の必要性
について

研究部部長
（地域慣習調査委員会）

平　塚　　　泉　

　平成�0年11月の京都新聞の社説で「公文書管理」

（時を貫く記録にしたい）と言う副題がついた社説

があり、政府の「公文書管理のあり方に関する有識

者会議」の最終報告書が提出されたと書かれていま

した。確か、小泉内閣時に公文書管理の重要性に始

めて国として本腰をいれてやるような話からする

と、現在までの大分時間が過ぎた感があります。そ

の社説の中で、やっと、文書管理法案を来年の通常

国会に提出予定との内容でした。　　

　公文書管理についての新聞記事は年金記録問題の

資料の散逸から広く国民に問題意識として植えつけ

ましたが、実は国は厳格な公文書の管理、保存規定

を持っている筈です。その運用が曖昧で事件になっ

ているのです。

　調査士法�5条２の調査でも関係機関返答がばらば

らで、大変困りました。社説は「・・公文書は国の

活動や歴史的事実の記録であり、国民の共有財産で

ある筈なのに役所には情報の秘匿体質、私物化意識

が根強い。改革は霞ヶ関の体質を変えること・・」

と締めくくっています。その通りだと思います。最

近読んだ「アメリカ国立公文書館徹底ガイド」の本

に、「・・公文書館（公文書・資料の保存確立と訳

していいと思います）は社会がどれだけ民主的なの

かを計るバロメーターになる。・・」と書かれてい

ました。公文書の厳格な管理、運用で行政のアカン

タビリティ（説明責任）を支え、国民も安心して居

られます。各部署が勝手に処分したり、紛失したり

と不祥事が後を絶たないどこかの国？？のお粗末な

事情とは意識が違います。

　また、「・・公文書館の衰退は、民主主義の衰退

を意味する・・」とも言っています。

アメリカの連邦機関の永久保存文書は手狭になり、

各地域の資料は地域文書館に置かれる様になるそう

ですが、全米傘下施設の総合目録を作るようです。

　京都府の府立総合資料館もそのような施設として

各地域の各種の資料館と交流はあるようですが、体

系的な索引目録の利用システムは聞いたことがあり

ません。

　法案確立後は国民が何時でも検索、利用に便宜で

きるよう日本の公文書館にしていただきたいと思い

ます。

　ところで、やっと、会員皆さんにお渡しできる�5

－２の調査DVD中の関係市町村、関係機関等は合

併なので既に無くなったところもあります。（決し

て当時調査した資料は無くなっていないと思います

が、）このようなことを考えると法案成立は急務な

のかもしれません。

　我々の調査士会会館もやっと資料室なるスペース

を設け、土地家屋調査士として必要な物理的に許さ

れる範囲での資料を整えたいと考えています。皆さ

んの長年の情報、資料、及びお知恵を借りて充実し

たものにしていきたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。
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　平成�1年１月９日京都ホテルオークラで行われた
平成�1年新年協議会。今年は研修、臨時総会の開催
ではなく日本の不況、不安を吹き飛ばすようたのし
い落語で正月を迎えようと企画されました。
　京都府副知事をはじめ多くのご来賓を迎えた祝賀
会。「100年に一度の～」と昨今の経済危機をあら
わす言葉から始まりましたが、日本、京都、土地家
屋調査士にとって良き年となるようにと新年の挨拶
をむすび講演へ。（来賓のお名前は別掲のとお
り。）
　落語は笑福亭松枝氏による「はてなの茶碗」。
　舞台は京都清水。大阪商人のあぶら売りが一攫千
金を企むおなはしです。さて商人はお金持ちになれ
たのでしょうか。知らない方は寄席に行ってくださ
い。
　講演では、テーマとされ各地で講演されている環
境問題や男女共同参画のはなしを盛り込み、また最
近は日本人のこころや、人・物への感謝の気持ちが
感じられなくなったことを残念と言い「もったいな
い」の語源を解説。１つのことば、文字のもつ意味
をしっかり勉強し理解され丁寧に話されることに感
動。とても楽しい講演でした。
　この後宴席へとうつり杯をもって新しく迎えた平
成�1年を祝いました。

　　平成21年

新年協議会

京都土地家屋調査士会・㈳京都公共嘱託登記土地家
屋調査士協会・京都土地家屋調査士政治連盟
　　平成21年　新年祝賀会　御来賓名簿
　　日時　　平成�1年１月９日（金）
　　場所　　京都ホテルオークラ

京　都　府 副知事 小石原範和　様
京　都　市 市　長 門川　大作　様
衆議院議員 伊吹　文明　様
衆議院議員 清水鴻一郎　様
衆議院議員 井澤　京子　様
参議院議員 二之湯　智　様
参議院議員 西田　昌司　様
前衆議院議員 田中　英夫　様
京都府議会議員 田坂　幾太　様
京都府議会議員 植田　喜裕　様
京都府議会議員 二之湯真士　様
京都市会議員 加藤　盛司　様
京都市会議員 大西　  均 　様
京都市会議員 寺田　一博　様
亀岡市議会議員 木曽　利廣　様
日本司法支援センター京都地方事務所 副所長 田中　　茂　様
京都産業大学法科大学院 教　授 村田　博史　様
㈳京都府不動産鑑定士協会 会　長 中㟢　泰次　様
京都弁護士会 副会長 河野　　勉　様
京都公証人会 会長代理 山田　　賢　様
日本公認会計士協会京滋会 副会長 深井　和巳　様
近畿税理士会京都府支部連合会 副会長 小西　嘉次　様
京都府行政書士会 副会長 寺田　壽子　様
㈳京都府建築士事務所協会 常任理事 杉岡　重典　様
㈳全日本不動産協会京都府本部 本部長 坊　　雅勝　様㈳不動産保証協会京都府本部
㈳京都府宅地建物取引業協会 副会長 高林　良雄　様
弁　護　士 佐渡　春樹　様
顧問　弁護士　谷口忠武様　代理 弁護士 谷口　直大　様
公認会計士 毛利　隆志　様
税　理　士 志田　哲夫　様
㈱京都銀行　法人部 次　長 中川　彰人　様
落語家 笑福亭松枝　様
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第13回　ソフトボール大会　標記大会第13回　ソフトボール大会　標記大会

平成20年度　近畿ブロック協議会

第13回　ソフトボール大会　標記大会
於　和歌山市　西浜

　平成�0年10月18日標記大会が和歌山市西浜で開催
された。暑さもようやく収まり潮風の吹くグランド
で秋の一日さわやか？な汗をながしました。
　毎度出場の京都の精鋭が今年も油を挿しながら３
試合にフル出場。この前の週に予定されていた京都
自由業懇話会主催のソフトボールが雨で中止とな
り、体力は十分にあったのだろうが結果は・・・。
初戦の相手は奈良会。秋に発行される奈良会はここ
数年我が会が負けたスコアを背景に撮影した写真が
表紙になった会報紙を全国に配っている。
　京都は初球打ち、初回得点が得意技。今年も例外
なくこのパターンである。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
京 都 会 ４ ０ ０ ０ １ ５
大 阪 会 ０ １ ６ ３ Ｘ １０

　ここまで毎年同じ負け方をしなくても良いように
思うのだが。

　２回戦。
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
滋 賀 会 ４ ９ ６ ０ ４ ２３
京 都 会 ０ ０ ２ ０ ２ ４

　唯一ユニフォームを着てない滋賀会チーム。若い
ちからでボカスカ打点を追加し約�0点差で大敗。今
年も最下位か。
　力みも抜けて最終試合。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
兵 庫 会 ５ １ ２ ２ １０
京 都 会 ８ １ ０ ０ ９

　会長対決だと兵庫会会長と安井会長の投手戦。一
勝できる。と皆思っていたが時間切れのため４回終
了。あと１回、時間があれば・・。最下位に決定。

　順　位
　優　勝 和歌山県土地家屋調査士会
　準優勝 滋賀県土地家屋調査士会
　３　位 奈良県土地家屋調査士会
　４　位 大阪土地家屋調査士会
　５　位 兵庫県土地家屋調査士会
　６　位 京都土地家屋調査士会

　京都会メンバーの活躍の写真は会員ページ内の
「広報部長のブロク」からウェブアルバムへリンク
しています。
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2008広報担当者会同

　平成�0年９月�5～��日、日本土地家屋調査士会連

合会にて広報担当者会同が開催され、岩鼻理事と二

人で出席してきました。全国の土地家屋調査士会よ

り総勢約70名ほどで広報部長又は副会長が出席され

る中、見渡してみると場違いのようにかなり若手の

私たち二人が出席することとなったのはなんとなく

藤村部長の策略にはまりつつあるような・・・？ 

　以下の内容で開催され、後段にて報告いたしま

す。

（今回は少し固いイメージで報告を！）

「新聞社のＰＲ戦略」　読売新聞東京本社　川人献

一宣伝部長

　　　　　

＊�009年～�011年伊能大河ウオークの提案

　伊能忠敬研究会　渡辺一郎名誉代表　

　（社）日本ウオーキング協会　木谷道宣副会長

＊地域クラスター広報活動の事例報告

　「内部・外部広報を考える視点について」

　　　　　　　　　　　　　　　広島会　藤原会員

　「規則77条促進キャンペーン報告」

　　　　　　　　　　　　　　　滋賀会　上田会員

　「近畿ブロック寄付講座事例報告」

　　　　　　　　　　　　大阪会　和田広報副部長

連合会広報部事業計画・地域クラスター活動の実践

にむけて　藤木広報部長

　・２００８広報担当者会同の組成の経緯

　・平成２０年度連合会広報部の活動方針

　　未登記建物解消キャンペーン

　　UR建物表示登記申請業務、規則77条促進キャ

　　ンペーン

　・連合会の後継者育成事業について

　　専門学校との提携について

　　明海大学不動産学部との連携について

　　寄付講座の全国展開について

　　（一部省略）

　主な内容のうち１つは土地家屋調査士制度�0周年

記念事業に向けて�009年から始まる伊能大河ウオー

ク及び伊能大図全国巡回展を開催するにあたっての

説明でした。

　主なもう１つは第２部、第３部の地域クラスター

活動についてでした。広島会藤原豪紀会員、滋賀会

上田忠勝会員の活動報告では題材こそ違ったもの

の、倫理や規則77条に基づく測量技術、調査報告書

において昨今、社会情勢の中では規制緩和の中にあ

りながら不動産登記法の改正は、時代を逆行したか

のように我々にとっては寧ろ難しい方向に法改正さ

れた。これは土地家屋調査士という資格者としての

地位を社会から位置づけられていることであり、一

般国民、行政からは倫理が有って当然であり、規則

77条とおり作業が出来ていて当然であり、それがで

きていなければ資格者としての必要性、存在意義が

疑問視されることになる。結果、土地家屋調査士と

いう資格者の必要性、存在意義が疑問視され、不動

産の表題に関する登記をするのに土地家屋調査士で

なくてもいいのではないかと言う社会の批判が出た

時に、資格制度の改革、見直しをされた結果、土地

家屋調査士という資格が無くなる又は統廃合される

ようなことになってはならないということでした。
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　近畿ブロック寄付講座報告は大阪会和田淸人広報

部長から同志社大学、京都産業大学についての報告

がありました。寄付講座は連合会としては全国展開

していきたいとのことでありました。寄付講座は広

報活動の一部という部分もありますが、後継者育成

という問題を含んでいるものであると思いました。

少子高齢化の現在、土地家屋調査士の受験者数は平

成10年をピークとして減り続けております。受験

者、合格者、資格者が減り続けた結果、前述の資格

制度の改革、見直しということになりかねないとの

ことでした。

　何気なく日常の作業をするだけではなく、今現在

我々が土地家屋調査士としてしなくてはならないこ

と、また未来への環境の変化を想定し備えて行動し

ていかなければならないこと・・・。今まで考えも

しなかったことを痛感した２日間でした。もちろん

夜は他会の方々と意見交換をしつつ、ギロッポンの

素晴らしさも痛感して帰って参りました。

＊地域クラスター活動とは

　土地家屋調査士会及び土地家屋調査士は連合会と

連携しつつ、地域社会の実情に応じた地域参加の新

たな工夫を通じて、不動産登記制度および土地家屋

調査士制度の意義を住民に周知することにより、豊

かな地域社会の創造に貢献し、ひいては国の発展に

寄与することを目指す。

＊クラスターの原義：花やブドウなどの房の意。同

種のものや人の集まり。

（連合会資料より）

平成�0年度新入会員研修会
　平成�0年1�月６日（土）京都土地家屋調査士会館
４階研修会場で行いました。
　会長挨拶に始まり 京都会々機構の説明、広報部
からお知らせ、渡邉公嘱協会理事長からは公嘱協会
について、田中政治連盟会長から政治連盟の説明、
研修担当信吉副会長から研修会参加についてのＰ
Ｒ、京都境界問題解決支援センター木下運営委員長
からＡＤＲ・筆界特定制度について説明があり、こ
こで一旦昼食休憩。
　午後からは業務研修。事務取扱基準、土地の実務
と調査報告書、建物の実務と調査報告書について。
最後に業務指導と厚生事業についての話しを聞き、

平成20年度新入会員研修会

朝10時～午後５：30までの研修を終了。
　夕刻から受講生と本会役員らとの懇親会を開き諸
先輩方からの仕事のアドバイスや研修では聞けな
かった経験談などを賑やかな会話し、研修生の長い
一日が終わりました。おつかれさまでした。
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　当協会の第�4回通常総会は、平成�0年８月�9日

（金）午後２時から、ホテルグランヴィア京都にお

いて、全社員1��名中、会場出席48名、委任状提出

者45名、書面による議決権行使者5�名の計149名の

参加により開催されました。

　橋詰豊史総務部員の開催宣言に始まり、渡邉正平

理事長の挨拶、新入社員の紹介に続いて、上口武志

社員、中邨明生社員をそれぞれ議長、副議長に選

出、議事録署名者は中村良三、山藤長継両社員が指

名され、直ちに議案審議に入りました。

　第１号議案　平成19年度事業報告承認の件

　第２号議案　平成19年度決算報告承認の件並びに

　　　　　　　監査報告

　第３号議案　平成�0年度事業計画（案）承認の件

　第４号議案　平成�0年度予算（案）承認の件

　第５号議案　役員選任規則一部改正（案）審議の件

　以上５件の全議案は、提案どおり全て可決承認さ

れました。また、平成�0年度の事業計画では、１．

受託形態の変化に伴う研究と対策、２．新公益法人

認定に向けての準備、３．調査士会、京調政連、他

協会との連携による体制強化、４．制度の啓蒙と受

託活動の推進、５．業務の効率的な処理体制と社員

研修の充実、６．情報の収集と公開の６本柱が基本

方針として掲げられています。

　休憩の後、多数の来賓にご臨席頂き、渡邉理事長

平成20年　第24回通常総会開催
社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査士協会　

の挨拶に続き、来賓代表の方々からご祝辞を頂戴し

ました。続いて祝電の披露の後、俣野恭広副理事長

の閉会の辞により無地に終了しました。



　当センターが開設して１年８ヶ月が経過しまし
た。その間センター関与員である相談員、調停員、
運営委員、事務局を含め皆様のご協力により運営し
てきました。ありがとうございます。
　今日まで調停の申し立て件数は７件。調停成立は
１件です。
　今年度は問い合わせ件数�0件。事前相談件数�1
件。有料相談件数５件。調停申し立て件数４件（う
ち、取り下げ２件、不成立1件、進行中１件）で
す。問い合わせの３件に１件が事前相談に移行、事
前相談後4件に1件が有料相談に移行していることに
なります。
　「事前相談で満足されたのか？」「センターでの
解決を望まれなかったのか？」「調停申し立て後の
取り下げはどのような原因があったのか？」検証が
必要です。
　現在、今年度の総会で承認頂いたADR法での認
証取得に向け準備を進めています。
　平成�1年３月までに申請。その後約３ヶ月後に取
得の予定です。
　認証を取得すると時効の中断が認められる場合が
ある等のメリットがあるとされています。
　しかし、時効を中断させるためにセンターを利用
されることはあまり想定していません。
　時効の成立、不成立が境界問題に重要な意味を
持っていることに疑いの余地はありませんが、例え
ば「時効は成立しているけれど、その時効の成立し
た土地の一部を売ってください」といった解決方法
もセンターでは可能と考えます。
　今回センターの規則、規定、様式の見直しをしま
した。現在の規則、規定では対応できなくて、当事

者にご迷惑をお掛けしている場合がありました。
　ADR法での認証取得後にはこれまでの「事前相
談」が「事前説明」に変わります。
　事前説明では当センターの概要説明が主となりま
す。これまでの事前相談では当事者の抱える問題の
相談に重点を置いていたこともあり、ややもすると
センターの説明が不足し当事者にご迷惑をお掛けす
る可能性がありました。
　当事者からするとご自身の抱える悩み、問題の相
談をする前にセンターの説明を受けることとなりま
すが、その後の有料相談、調停と進んだ場合に当セ
ンターの概要がご理解頂いていなかったことによる
ご迷惑をさけるために必要と考えます。
　調査士会員の皆さんに当センターの概要をご理解
頂ければ、その方から説明を受けた当事者は「セン
ターではこういう解決支援のしくみなんだ」と理解
された上でセンターにお越しいただくことができま
す。又我々運営に関わる者もPRが必要です。
　利用者である当事者からセンターを利用して良
かったと言って頂かなければ、より良いセンターに
はなれません。そのためには「センターの中立・公
平性の担保」、「人材の育成・確保」等さまざまな
課題を乗り越えていかなければならないと考えてい
ます。
　今後も皆さんのご協力がなければセンターの運営
は出来ません。「より良いセンターとなるために」
どうかご意見、ご協力をお願いします。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都環境問題解決支援センター

センター長　木　下　二　郎　

より良いセンターとなるために
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　みやこ北支部としてもすっかり支部の恒

例行事となりました上京区民ふれあいまつ

りに今年も参加しました。このお祭りは上

京区役所まちづくり推進課が事業主体とな

り、区民のふれあいを目的に毎年秋に実施

されるものであり、今年も10月18日（土）

に京都市立新町小学校にて開催されまし

た。

　グランドでは、吹奏楽、和太鼓、ジャズ

の演奏やダンス、大道時代劇などステージ

発表や、上京警察署のパトカー体験乗車、

上京消防団のミニ消防車など遊びと啓発を

兼ねたコーナー、その他にも種類豊富な模

擬店[食品・ゲーム]があり、晴天に恵まれ

たこともあり、大勢の市民がまつりを楽し

んでいました。

　我々調査士は、昨年と同様に体育館にて

表示登記無料相談会と無料距離当てゲーム

を実施しました。距離当てゲームは、TS

をセットしたラインからキャラクターデザ

インが描かれた的までの距離を当て、誤差

の大小によりゲットする景品［お菓子］の

個数がかわるという内容ですが、今年は距

離［感］を身近に感じていただく為、ゲー

ムに参加申込みをした段階で、調査士が、

TSをセットしたラインから３ｍに目印を

設置していることを説明し、更に、歩測を

実演指導し、距離感を養っていただいたう

上京ふれあいまつり2008
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこ北支部

　森　本　　　隆　
支
部
だ
よ
り

えで、参加申込書に５mから８mの中で好

きな距離を記入し、その申告距離に自ら的

を設置し、実際にTSにてその距離を測定

し、申告した距離との誤差の大小を競う内

容に変更したところ、昨年より大人のチャ

レンジャーが増え、お子様を含め、皆様が

昨年より真剣に距離を測定されるようにな

りました。

　その結果、一時は順番待ちの行列ができ

るほど [お一人のゲーム時間が長くなった

ことや、好天による来場者増の影響もあっ

たと思いますが] の盛況となり、最終的に

100名以上の方にゲーム参加いただくこと

ができました。

　今回、歩測の実演指導など、ゲーム内容

を少し工夫することにより、参加者の方に

距離の計測＝測量に興味を持ってもらうこ

とに成功したように感じます。

　無料調査士相談コーナーでは、数名の相

談者があり、相談員の丁寧な説明に皆様納

得して帰られたようです。

　「継続は力なり」今後も上京区民ふれあ

いまつりに継続参加し、ゲームなどを通じ

市民の皆様のすぐ身近なところに土地家屋

調査士の出番があることをPRしていきた

いと思います。
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洗　　心
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城南支部　支部長

中　村　良　三　

　健康維持のため早朝の散歩を続けている。自宅近

くの桃山の丘陵地を１時間ほど妻と散策するのだ

が、その道中に「龍雲寺」という天台宗のお寺があ

る。別名「桃山善光寺」とも呼ばれ信州の善光寺に

縁があるとされている。ここに立ち寄るのが日課と

なっている。こじんまりとした境内であるが、ここ

から西山の眺望は美しく朝陽に照らされた山々が

神々しくもある。山門をくぐると清めの手水場があ

り「洗心」と書かれている。手を清めると同時に心

も清めるのである。この手水場は水琴窟の仕掛けに

なっており、したたり落ちる水音が反響して心地よ

く、掃き清められた境内の佇まいとともに住職の人

柄を感じる。本殿の阿弥陀如来像を拝し「今日一日

平穏に過ごせますように。子供に病気や怪我がない

ように。」といつもこのように祈ります。隣で妻は

何を願うやら．．．．。

　ここにはもう一つ楽しみがあります。月の初めに

発行される天台宗の新聞がガラスケ－スの掲示板に

納められており、６面ほどの紙面に毎度心を動かさ

れる記事がいくつかあります。その一つをご紹介し

たいと思います。

　ある作家先生が地方の仏教講演会に呼ばれひとし

きり話し終えたあと、聴衆に質問を求めたところ、

中年のご婦人が娘のことで困っていると切り出し

た。「娘の部屋がいつも散らかっており片づけよう

としない。注意をしても聞く耳を持ちません。女の

子なんだから少しは綺麗にしたらと思うのですが、

どうすればよいのでしょうか。」と、そこで作家先

生は「韓国ではお嫁さんはあまり綺麗に部屋を掃除

しない。綺麗にすると福の神が逃げてしまうので姑

に叱られるのだそうです。中国の故事に‘水清けれ

ば魚棲まず’との喩えがあるように綺麗好きも程々

にということで、逆に部屋の散らかしを褒めてやっ

てもいいのです。つまり部屋を散らかしたり綺麗に

することは人の生き死の一大事ではありません。反

対に娘さんが潔癖性で自分の部屋どころか、手にば

い菌が付いていると言って何度も手洗いをすること

になったら、その方がもっと深刻な悩みになるかも

しれません。いずれ娘さんも成長する中で変わるか

もしれません。娘さんが変わらなければあなたが変

わればいいのです。そうすればきっと悩みは軽くな

るなるはずです。」

　言ってみれば有り触れたよくある悩み事ですが、

なぜか洗われた心に素直にしみ入ります。このよう

な記事を目にしては、この日一日を始められる幸せ

を感謝しています。ちまたでは百年に一度の経済危

機だと喧しいですが、ここは一つ落ち着いて、とに

かく日々穏やかに過ごせるように心掛けていこう

と、年頭に当たり心を新たにした次第である。

追伸　　少し気なること

　散歩コ－スの道すがら道路に目をやると、L型側

溝等の公共の構造物に金属プレ－トが設置されてい

るところがよく見受けられる。調査士の仕業でない

と願っているが実情はわからない。公共物に許可な

く手を加えることは問題があるし、公共工事等の都

合で側溝が付け替えられ、金属プレ－トの亡失する

可能性が極めて高いので、工夫して敷地内に設置す

るよう心掛けましょう。
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そのべ昔ばなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園部支部

　片　山　文　昭　

　朝晩めっきり寒くなってきました。以前に寄稿し

た時も書きましたが、私の住まいは京都市の西京区

にて毎日車で南丹市八木町の事務所まで通勤してお

ります。

　この時期（10月下旬～11月）は亀岡、園部はよく

霧が発生します。川端康成の「雪国」の一説ではあ

りませんが、自宅よりよく晴れた日に出勤するとき

老ノ坂トンネルを抜けるとそこは「霧ノ国」となっ

ています。

　私は気象現象についてはまったくわかりません

が、なんでも太古の昔亀岡盆地から園部盆地にかけ

ては琵琶湖に匹敵するような大きな湖であったそう

です。この地方の「丹波」の地名は湖に由来するも

のだそうで「丹」には赤の意味があり、赤土の泥の

色をした波がたっていたことから「丹波」と呼ばれ

るようになったとのことです。弥生時代の後期には

水はなくなったようですが、そんな地形の生い立ち

も霧の発生の一因なのでしょうか。

　さて話はさらに時代を過ぎ江戸時代に関連したこ

とですが、私が時々お邪魔しております京都地方法

務局園部支局は園部城とよばれるかつてのお城の敷

地の中にあります。法務局の東側と北側に隣接して

外堀があったようで、法務局西側の前の道には「釘

貫門」と言われる外堀を渡り入城する門があったそ

うです。この「釘貫門」から「大手門」を通り本丸

に通じていたそうです。また法務局より数百メート

ル離れた同じ道沿いには櫓門、巽櫓、番所と呼ばれ

る建物は現存しておりわが母校の園部高校の校門と

して使われております。ちなみに、法務局よりすぐ

のところに見える城の形をした建物がありますが最

近建築された国際交流会館で当時のものではありま

せん。

　現在園部城の跡地には主だった建物として法務局

を始めとして裁判所、検察庁、そして南丹市役所、

園部高校さらには昨年の１月に地域慣習委員会にて

調査のために訪問した南丹市立文化博物館があり今

でも官庁施設が集まっております。

　また、幕末の時には京都御所が攻められた場合に

明治天皇をお迎えして幕府と戦うことも想定されて

いたようで、一躍歴史の表舞台に登場していたかも

しれません。

　園部法務局に来られる先生方も多いと思います

が、こんな話も思い出していただき周辺を見つめて

もらえばいかがでしょう。

参考文献

　園部町教育委員会「園部の歴史～郷土の資料～」

　園部文化博物館　「園部藩と城」
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支部だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中丹支部

髙　橋　雅　彦　

　中丹支部は福知山市及び綾部市で開業する会員�4

名が所属する北部地域の支部です。

　私が入会した平成２年当時には15名でしたが、そ

の後13名が入会し4名が退会（内３名は死亡）しま

したので、９名の自然増ということになります。

　会員の年齢構成は70歳代３名、�0歳代６名、50歳

代６名、40歳代６名、そして30歳代が３名であり、

平均年齢は54歳ということになります。また、その

全員が男性で、女性の会員は過去にもいませんでし

た。

　支部活動として、業務研修については必要に応じ

て行うことにしていますが、本会主催の研修が充実

した今日、今後その内容は地域に密接したものを考

えていかなければならない時期に来ていると思いま

す。

　次に親睦事業として、司法書士会中丹支部と共催

の忘年会及び新年互礼会、そして親睦研修旅行があ

ります。これらの親睦事業は長年にわたり続いてき

ましたが、慣例化しすぎて、一部見直しという意見

もちらほらささやかれています。

　登記相談事業に関しましては、２月に５会場で５

日間にわたって司法書士会中丹支部と合同で行う無

料登記相談、そして数年前から当支部単独で、４月

から1�月までの偶数月の第4火曜日に、福知山市の

市民相談室で定例無料登記相談を開催しています。

　相談員は二つの相談会に２名ないし３名を配置

し、原則として全員が年一回担当することになって

います。

　これら相談会の日程及び内容は事前に各市を通じ

て広報なり回覧板で市民に周知されていますが、調

査士関連の相談件数ははかばかしいものとは言え

ず、残念ながら低迷の一途をたどっています。また

広報事業として、地方新聞への広告掲載を長年行っ

ています。19年度は恒常化した一部の広告を取りや

め、月１回の定期広告も試みましたが、経費上の問

題と効果が期待できないということから、いち早く

断念しました。

　今年度については、掲載時期をずらし、かつ内容

を一新した年賀広告一本に絞って掲載することを予

定しています。

　次に、支部の台所事情につきましては、収入とし

て本会からの支部交付金と無料相談補助金の他、毎

月一人当たり1,500円の支部会費を徴収していま

す。
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合格証書伝達式合格証書伝達式

　平成�0年1�月15日京都地方法務局において本年度

土地家屋調査士試験合格者へ証書伝達式が行われま

した。

　京都地方法務局長様はじめ法務局職員、京都土地

家屋調査士会会長、副会長、合格者５名が出席。

　平成19年度から近畿地区の受験地は大阪だけとな

り全国で９会場での受験となっていますが伝達式は

各地方法務局で行われているようです。

　京都地方法務局若井伸一局長から

「全国7�70名の出願者から488名が

合格しました。合格率�.7％の難関

を日々の努力と困難をのりこえ合格

され、本日証書を受けとられること

まことにおめでとうございます。今

日の感激を忘れず、愛される土地家

屋調査士として活躍されることを期

待します。」と祝辞を述べられたあ

と管内登記所の事務、地図・地積測

量図などの電子化の進捗状況、また

「京都の筆界特定申請は平成18年１月�0日から本日

まで400筆界の申請があり内300筆界が特定されてい

る。京都は地籍の整備の進まないためか多くの申請

がなされ、この筆界特定の調査員としての土地家屋

調査士の役割は非常に大きい。業務にあたっては土

地家屋調査士法��条に規定されているよう品位を保

持し校正・誠実に行ってください。」と励ましの言

葉を合格者へおくられました。

　続いて土地家屋調査士会安井会長より「合格おめ

でとう。土地家屋調査士の使命を全うするために改

正される法律に迅速に対応できるよう研修を行い、

情報伝達をおこなっています。みなさんの入会を

待っています。」との祝辞があり約30分で式は終了。

　最近入会されるかたは若い方が多いように思いま

す。新しい視点から制度の将来を土地家屋調査士の

業務が発展してくこと期待します。
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会　員　異　動

登録番号�00
奥　田　　　博　みやこ南支部

Ｈ�0.７.�9変更届
Eメール　okuda_chosashi@ybb.
ne.jp

登録番号800
柿　添　英　男　嵯峨支部

Ｈ�0.８.１届出
Eメール　kakizoe800@drive.ocn.
ne.jp

登録番号80�
谷　垣　和　弘　みやこ南支部

Ｈ�0.８.�0入会
〒�04-0971
京都市中京区富小路通竹屋町上る
桝屋町3�9番地
TEL　075-�5�-1001
FAX　075-�5�-100�

登録番号�01
東　田　秀　一　嵯峨支部

Ｈ�0.８.�1変更届
Eメール　h.east.�1c@ksn.biglobe.
ne.jp

登録番号13-000�
大都土地家屋調査士法人社員名　牛田真弓

みやこ南支部
H�0.９.５届出　H�0.９.１社員退社

登録番号13-000�
大都土地家屋調査士法人社員名　谷垣和弘

みやこ南支部
H�0.９.５届出　H�0.９.１社員加入

登録番号454
上茶谷　英　治　みやこ北支部

Ｈ�0.９.�5変更届
Eメール　kamichatani@tenor.
ocn.ne.jp

登録番号784
上茶谷　拓　平　みやこ北支部

Ｈ�0.９.�5変更届
Eメール　taku31�0@tenor.ocn.
ne.jp

登録番号78�
牛　田　真　弓　みやこ南支部

H�0.10.１退会

登録番号744
酒　井　秀　樹　城南支部

Ｈ�0.10.６変更届
FAX　0774-�4-�457

登録番号�50
甲　盛　直　博　舞鶴支部

H�0.10.７退会
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登録番号5��
新　　　邦　夫　みやこ南→みやこ北支部へ

H�0.10.10変更　H�0.10.17変更届
〒�0�-090�
京都市上京区衣棚通今出川下る今
図子町370番地�
TEL　075-417-1�00
FAX　075-417-1801

登録番号574
竹　上　　　均　嵯峨→みやこ北支部へ

H�0.10.10変更　H�0.10.17変更届
〒�0�-090�
京都市上京区衣棚通今出川下る今
図子町370番地�
TEL　075-417-1�00
FAX　075-417-1801

登録番号7�7
上　田　厚　史　みやこ南支部

Ｈ�0.10.�7届出
Eメール　ueda@jfd.jp

登録番号340
鈴　木　勝　也　伏見支部

H�0.10.31退会

登録番号710
片　山　文　昭　園部支部

Ｈ�0.11.５届出
Eメール　fumi-bon@train.ocn.
ne.jp

登録番号517
桑　山　　　新　みやこ南支部

Ｈ�0.11.10変更届出
FAX　075-�03-0181

登録番号7�0
畑　　　佳　孝　城南支部

Ｈ�0.11.�5変更届出
Eメール　yoshi@cool.odn.ne.jp

登録番号5�5
前　田　精　一　伏見支部

Ｈ�0.11.�8届出
Eメール　maeda.seiichi@mist.
ocn.ne.jp

登録番号�91
山　下　浩　二　嵯峨支部

Ｈ�0.1�.４変更届出
Eメール　yamasita-jimusyo@
nifty.com

登録番号803
盛　田　尚　樹　みやこ北支部

Ｈ�0.1�.10入会
〒�03-8035
京都市北区上賀茂朝露ヶ原町10番
地38
TEL　075-701-5341
FAX　075-781-�1�1
Eメール　morita-sokuryo@mub.
biglobe.ne.jp

登録番号735
松　島　正　弥　嵯峨支部

H�0.1�.��廃業

登録番号3��
中　尾　　　護　伏見支部

H�0.1�.�4廃業
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新入会員紹介

H�0.８.�0入会
みやこ南支部
谷　垣　和　弘
登録番号　80�号

H�0.1�.10入会
みやこ北支部
盛　田　尚　樹
登録番号　803号

民間紛争解決手続代理認定者
（平成�0年10月１日法務省認定）

支部順　　
人数 支部 認定証書番号 申請者氏名
1 みやこ北 第313001号 上茶谷　拓　平
� みやこ北 第313011号 前　川　慎一郎
3 みやこ北 第313003号 井　上　豊　治
4 みやこ北 第31301�号 森　本　　　隆
5 みやこ南 第313007号 柴　垣　喜代子
� みやこ南 第313008号 柴　垣　久　代
7 嵯峨支部 第31300�号 橋　詰　豊　史
8 嵯峨支部 第313004号 山　内　健　治
9 西山支部 第313005号 栁　　　和　樹
10 西山支部 第31301�号 梶　谷　　　誠
11 城南支部 第313010号 酒　井　秀　樹
1� 城南支部 第313014号 山　極　義　隆
13 園部支部 第313015号 冨士原　　　衛
14 園部支部 第313009号 篠　塚　泰　寛
15 舞鶴支部 第313013号 國　松　正　義

登録番号�0
上　田　重　雄　丹後支部

H�0.1�.��廃業

登録番号�13
南　　　育　雄　みやこ北支部→嵯峨支部へ

H�0.1�.��変更　H�1.１.５届出
〒�15-80��　京都市西京区下津林
前泓町48番地の8
TEL　075-950-�159
FAX　075-950-�1�9
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会　議　報　告

第３回研修部会
　日時　平成�0年６月�5日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．第２回法学研修資料について（７月1�
日開催）

３．北部法学研修について
４．オンライン研修の補助者の同席につい

て
５．会員に対する研修会の年間スケジュー

ルの伝達について
６．ビデオライブラリーの19年度分追加に

ついて
７．無料相談会の相談員について

財務部会
　日時　平成�0年６月�5日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．親睦研修旅行について
３．支部交付金について
４．新会計システムについて
５．その他

臨時常任理事会
　日時　平成�0年６月��日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．地籍シンポジウムについて

２．京都境界問題解決支援センター運営委
員会への理事の出席について

３．その他

理事会
　日時　平成�0年６月��日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．平成�0年度上半期事業執行について

２．選挙管理委員の改選について

３．その他

第３回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年６月��日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．６号調停の調停員（調査士・弁護士）
選任について

３．相手方への調停応諾方法について
４．愛媛会からの講師派遣と予算について
５．センター構成員（相談員・調停員）に

対するアンケート案について
６．その他

第４回研究部会
　日時　平成�0年７月２日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．信吉担当副会長の付託案件
３．「地図混乱地域」の定義付け付託につ

いて（継続）
４．私的資料の寄贈システムについて
５．今年度在宅研究の扱いについて
６．地籍シンポについて

第４回地域慣習調査委員会
　日時　平成�0年７月２日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．月次報告事項

２．その他報告事項
３．資料室利用について
４．研修会の開催について
５．作業

綱紀委員会
　日時　平成�0年７月２日（水）
　場所　調査士会館
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第４回臨時業務部会
　日時　平成２０年７月８日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．部内での分掌について

常任理事会
　日時　平成�0年７月９日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．京都境界問題解決支援センターの認証
及び交通費等について

３．地下鉄丸太町駅構内の広告について
４．その他

第４回広報部会
　日時　平成�0年７月1�日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告

２．次回相談会（8/5、8/�0）担当の確認
３．会報143号について
４．大広関西企画広告、実業広告企画の検

討
５．大学学校祭のパンフレットの件

ホームページ運営委員会
　日時　平成�0年７月17日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．市民アンケートについて

２．今年度事業執行について
３．日本加除出版からのバナー広告申し入

れについて

土地境界鑑定委員会
　日時　平成�0年７月17日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．研修について

２．その他

第５回業務部会
　日時　平成�0年７月17日（木）
　場所　調査士会館

　議題　１．報告事項
２．シンポジウム
３．街区基準点
４．オンライン
５．筆界特定

第３回表示登記研究会
　日時　平成�0年７月17日（木）
　場所　法務局
　議題　１．報告事項・要望事項等

２．その他

第４回研修部会
　日時　平成�0年７月�3日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．第２回測量研修会について
３．第３回法学研修会について
４．馬渕先生の研修会について
５．その他

財務部会
　日時　平成�0年７月�4日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．親睦研修旅行について

２．出張手当について
３．その他

総務部会
　日時　平成�0年７月�4日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．職員就業規則の見直しについて
３．新会館へのアンケートについて
４．自由懇ソフトボール大会について
５．その他

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年７月�4日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．渉外報告
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３．その他

綱紀委員会
　日時　平成�0年７月�9日（火）
　場所　調査士会館

第５回研究部会
　日時　平成�0年８月６日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．資料室設備見積もり（部費からの負担
について）

３．国際地籍シンポジウム（韓国開催につ
いて）

４．在宅研究経過報告
５．その他

第５回地域慣習調査委員会
　日時　平成�0年８月６日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．月次報告事項

２．その他報告事項
３．ＤＶＤ完了作業
４．資料室備品調達について
５．その他

理事会
　日時　平成�0年８月８日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．①京都境界問題解決支援センター規則
変更（案）審議の件

②京都境界問題解決支援センター運用規程
廃止（案）審議の件

③京都境界問題解決支援センター実施規程
制定（案）審議の件

３．その他

注意勧告理事会
　日時　平成�0年８月８日（金）
　場所　調査士会館

臨時業務部会
　日時　平成�0年８月８日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．筆界特定について
３．オンライン申請について
４．街区基準点について
５．シンポジウムについて

総務部会
　日時　平成�0年８月1�日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．職員就業規則の見直しについて
３．その他

広報部会
　日時　平成�0年８月�0日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告

２．次回相談会担当の確認
３．会報１４３号について
４．行政評価事務所派遣相談員の決定
５．地下鉄丸太町駅　広告掲載の件
６．京都会ＨＰでのアンケート実施につい

て
７．日調連広報担当者会同出席者の決定
８．城南支部　支部活動経費補助金依頼の

件

事故処理委員会
　日時　平成�0年８月��日（金）
　場所　調査士会館

第５回研修部会
　日時　平成�0年８月�7日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．友廣信逸先生（奈良大学　准教授）の
ＡＤＲ研修会について

３．第３回法学研修会について（福知山）
４．新入会員研修会について
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５．その他

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年８月�8日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．事前相談日程の変更（９月、1�月）に
ついて

３．規則・規程（様式）等の見直しについ
て

４．６号調停について
５．その他

第６回研修部会
　日時　平成�0年８月30日（土）
　場所　ホテルモントレ京都
　議題　１．11月��日（土）開催の馬渕先生の講演

会に向けて

注意勧告理事会
　日時　平成�0年９月９日（火）
　場所　調査士会館

第５回常任理事会
　日時　平成�0年９月10日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．京都境界問題解決支援センター規則改
正の件

３．会員証のバーコードシステム化につい
て

４．研修ポイント制に伴う時間管理につい
て

５．土地家屋調査士研修について
６．シンポジウムの形式について
７．新入会員研修会について（1�月６日

（土）開催）
８．会員向けの情報伝達
９．その他

広報部会
　日時　平成�0年９月17日（水）

　場所　調査士会館
　議題　１．報告

２．次回相談会担当の確認
３．会報144号
４．京都会ＨＰアンケートについて
５．寄付講座講師募集と勉強会の内容と日

程調整
６．宇治市役所窓口封筒　継続の件
７．ＰＣ購入について
８．みやこ北支部からの広報経費補助の件
９．クリアホルダの会員への配布

ホームページ運営委員会
　日時　平成�0年９月17日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．広報部長ブログ掲載の件

２．上半期事業、下半期事業計画の件
３．その他

第７回業務部会
　日時　平成�0年９月18日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．街区基準点
３．オンライン申請
４．筆界特定
５．シンポジウム

第４回表示登記研究会
　日時　平成�0年９月18日（木）
　場所　法務局
　議題　１．報告事項・要望事項等

２．前回の「オンライン申請の要望・確認
事項」について

３．「表示登記研究会における協議事項」
について

　　①オンライン申請について
　　②地図訂正について
　　③地目変更について
　　④筆界特定について
４．その他
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土地境界鑑定委員会
　日時　平成�0年９月18日（木）
　場所　調査士会館

財務部会
　日時　平成�0年９月�4日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．親睦研修旅行について
３．近ブロ事業について
４．その他

総務部会
　日時　平成�0年９月�4日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．職員就業規程について
３．倫理に関する研修の検討
４．その他

研修部会
　日時　平成�0年９月�4日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．第３回法学研修について（H�0.9.�7）
３．土地境界鑑定特別研修会について

（H�0.10.17）
４ ． 馬 渕 先 生 の 研 修 会 に つ い て

（H�0.11.��）
５．研修ポイント制に伴う時間管理につい

て

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年９月�5日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．規則・規程変更案の検討について
３．その他

第６回研究部会
　日時　平成�0年10月１日（水）
　場所　調査士会館

　議題　１．部長からの月次報告事項
２．信吉副会長から日調連全国会長会議の

報告
３．在宅研究受託について
４．国際地籍シンポジウム当会研修見送り

について
５．その他

第６回常任理事会
　日時　平成�0年10月８日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．職員就業規定改正案、他新設関連規程
等について

３．地籍シンポジウム開催について
４．業務部よりのアンケート調査について
５．その他

支部長会議
　日時　平成�0年10月10日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

　　①　本会からの報告
　　②　各支部からの報告
２．その他

表紙制度実行委員会
　日時　平成�0年10月10日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．来年の表紙について

第７回広報部会
　日時　平成�0年10月15日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告

２．次回相談会担当の確認
３．会報１４４号
４．京都会ＨＰアンケートについて
５．寄付講座講師募集と勉強会の内容と日

程調整
６．相談員派遣
７．その他
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第８回業務部会
　日時　平成�0年10月1�日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．上半期事業執行について
３．下半期事業執行について
４．新入会員研修会について

土地境界鑑定委員会
　日時　平成�0年10月1�日（木）
　場所　調査士会館

研修部会
　日時　平成�0年10月��日（水）
　場所　調査士会館

第７回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年10月�3日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．相談11号が調停申立されたときの事前
承認について

３．センター研修計画の検討について
４．正・副委員長の選任について
５．その他

総務部会
　日時　平成�0年10月�4日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．確認事項
３．職員就業規程について
４．新年祝賀会について
５．上半期事業報告、下半期事業計画につ

いて
６．その他

財務部会
　日時　平成�0年10月�4日（金）
　場所　調査士会館

常任理事会
　日時　平成�0年11月５日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．平成�0年度上半期事業報告の件
３．平成�0年度下半期事業執行の件
４．職員就業規程改正案、他新設関連規程

等について（継続案件）
５．①京都境界問題解決支援センター規則

変更（案）審議の件
　　②京都境界問題解決支援センター費用

規程変更（案）審議の件
　　③京都境界問題解決支援センター実施

規程制定（案）審議の件
６．新年祝賀会について
７．その他

監　査
　日時　平成�0年11月５日（水）
　場所　調査士会館

第９回業務部会
　日時　平成�0年11月７日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．下半期事業執行について
３．新入研修について

第１回「京都会シンポジウム」打合会
　日時　平成�0年11月10日（月）
　場所　調査士会館
　議題　１．会長挨拶

２．今までの流れについて
３．企画案の内容について説明
４．メインとなる基調講演について
５．会場について
６．パネラーについて

第７回地域慣習調査委員会
　日時　平成�0年11月1�日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
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２．第三次調査（宮津・峰山）
３．ＤＶＤ完了作業
４．資料室の備品調達について
５．その他

第７回研究部会
　日時　平成�0年11月1�日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．付託案件の報告について
３．在宅研究集の作成について
４．第三次地域慣習調査委員会の調査協力

について
５．その他

広報部会
　日時　平成�0年11月1�日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告

２．次回相談会担当の確認
３．会報144号について
４．京都会ＨＰアンケートについて
５．寄付講座講師勉強会の進行について
６．その他

理事会
　日時　平成�0年11月19日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．平成�0年度上半期事業報告の件

２．平成�0年度下半期事業執行の件
３．職員就業規程改正案、他新設関連規程

等について
４．①京都境界問題解決支援センター規則

変更（案）審議の件
　　②京都境界問題解決支援センター費用

規程変更（案）審議の件
　　③京都境界問題解決支援センター実施

規程制定（案）審議の件
５．その他

表示登記研究会
　日時　平成�0年11月�0日（木）

　場所　法務局

第２回「京都会シンポジウム」打合会
　日時　平成�0年11月�1日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．前回以降に決定した内容について説明

２．「シンポジウム企画案」について協議

総務部会
　日時　平成�0年11月�1日（金）
　場所　調査士会館

研修部会
　日時　平成�0年11月��日（水）
　場所　調査士会館

第８回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成�0年11月�7日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

２．認証申請までのスケジュール
３．委員の役割分担確認

第８回研究部会
　日時　平成�0年1�月３日（水）
　場所　宮津労働会館
　議題　１．付託案件の報告について

２．在宅研究集の作成について

第８回地域慣習調査委員会
　日時　平成�0年1�月３日（水）
　場所　宮津労働会館
　議題　１．月次報告事項

２．その他報告事項
３．確認事項

綱紀委員会
　日時　平成�0年1�月４日（木）
　場所　調査士会館
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　新年明けましておめでとうございます。オリン
ピックをはじめ、近年まれにない大不況が襲いかか
ると同時にリストラの声も多く聞こえるといった
様々な出来事があった�008年もあっという間に終わ
りを告げました。
　さて昨年、ある文章を読みそれ以来実行している
ことがあります。それは、誓いの継続で一日の流れ
をつくるというものです。誓いとは自分で考えた感
謝と決意の含まれた短い文章のことで特に決まった
ものではありません。毎朝その文章を読むことによ
り心が落ち着きやる気が高まってくるように少しず
つなってきました。流れという存在は、他の何者で
もなく自分の心が作るもので悪く考えれば悪い結果
となり、積極的な良いイメージが描ければ、良い結
果が訪れます。良い流れを作る為にも、人の役に立
つ決意と感謝の思いを文章にし毎朝読むくせをつけ
るようにしています。
　今年も良い一年になるようそして世間の方のお世
話役になれるよう努力していきたいと思います。
　新しい年を迎えるにあたり、皆さまのより一層の
ご多幸をお祈りいたします。

岩鼻　良久　

編　集　後　記
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